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海外の 日本研究に於て、1500名 以上 という最も多い研究者を擁iし研究水準も極めて高い米国で
は、他の国々とは異なった状況が生 じているので、本部会の発表の中から米国に絞って4つ の観
点から現状を整理 してみる。その際、当基金の機関誌 「国際交流」67号(1995年4月)に 掲載 さ
れた論文 「アメリカにおける日本研究の問題 と展望」(プ リンス トン大学マーティン ・コルカッ
ト教授)と 「ハーバー ドでの明治研究コンファレンス」(ハーバード大学ヘレン ・ハーデカー教授)
も大変参考 になるので、必要な部分を引用する。
1.近 代化理論
1950年 代の末から、E.0.ラ イシャワー、J.ホ ール、W.W.ロ ス トー等の米国の研究者は、近
代化について第2次 大戦後の発展途上国の比較研究に関心を持った。この近代化理論では、長期










組みを構築 し、徳川時代の政治 ・社会構造に関する理解を深め、今もその影響が感 じられるが、
他の歴史家にとってはあまりに体制肯定的であり、エ リー トやコンセンサスを重視する近世 日本
観であり、強弱の差はあるがその後多くの反対が生まれた(プ リンス トン大学 コルカット教授)。
前の世代では、近代化というラベルが枠組み作 りの傘の役 目をし、個々の学者が自分の書 き物






も脱構築 され、歴史 ・政治学 ・人類学 ・社会学等 と一緒に脱構築という共通の 「哲学」の光の下





























ニズム、そ してポス トモダニズム的なアプローチは、中堅あるいは若手の秀れた研究者 を魅 きつ
ける力があり、日本研究に多様性や対話の機会を持ち込んだ。それ らは歴史研究の焦点を、エリー
ト主体の、政治的、 トップダウン的な研究から、周辺的でかつ虐げられた集団や、ジェンダー、
抵抗運動 といった思想史や、ボ トムアップ的な社会史へ転換させた。10年 前に比べても、市井の
民衆の生活 と文化に対する関心は、圧倒的に増大 している。(プリンス トン大学コルカット教授)。
若い世代の研究者は、 日本が他の社会、特にアジアの他の社会と共有 している歴史的 ・社会的
な流れをより重視するようになっている。更に、日本人の排他主義的な面が、日本人論 と称され
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る、 日本の学問体系の周辺に存在する一種の文化ナショナ リズムに都合よく働いたことに鋭 く気
づいている。以前と比べると、とくに若い世代では、女性の研究者がすいぶんと増えている。米
国アジア学会(AAS)に 登録 している日本研究の専門家1514人 のうち706人(47%)が 女性であ
り、占領時代に比べてすさまじい増加である。彼女らは、 日本で調査研究に従事するとなると、
しばしば「名誉男性」とでもいうべ き特権的な地位につけられてしまうが、まさにそのことによっ




ということの方に興味を示し、また、社会的 ・政治的エ リー トよりは、大衆社会の方により強い
関心 を抱 く、などの傾向がある(ハ ーバー ド大学ハーデカー教授)
4.日 本 異質論
チャーマーズ ・ジョンソンの 「通産省と日本の奇跡」は、日本の戦前 ・戦後の継続性を分析 し







変えるべきだ、との確信 を益々強めているように見える(ス タンフォード日本センター ・マク ド
ガル教授〉。
このように見て来ると、米国の日本研究は、今や他の学問分野、特に想像以上にヨーロッパの
理論の影響 を受けてお り、若手の研究者はボ トムアップ的歴史観に関心が強いという最近の傾向
を知ることができる。政治、経済の分野では、日本異質論が定着 した観があ り、日本研究が政治
の世界に巻 き込 まれ、 日本研究者は相変わらず難しい立場に置かれていることが窺われる。
私共国際交流基金 としては、時々の状況の変化にかかわ りなく、今後 も米国の日本研究を積極
的に支援 し、益々知 日派の形成に協力 したいと考えている。
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